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10:30 ～ 11:00

TKP : No.7

卓上SEMとアレイトモグラフィー法のコラボレーション！生体試料3D解析の最前線！
3Dイメージングは生体組織、微生物、植物などの内部構造を明らかにするために役立っている。本講演では、卓上SEMに
アレイトモグラフィー法を搭載した場合の3D解析について紹介する。

11:15 ～ 11:45

TKP : No.3

Pythonと高度な連携をとるBeautifulJASONを利用したNMRデータ処理
近年、NMRにおいても製品評価やビッグデータ取り扱いのため、大量の高度なバッチ処理を行う要求が増えている。
本発表ではPython環境下で使用可能なBeautifulJASONパッケージを通したNMRデータの活用例を紹介する。

15:00 ～ 15:30

メッセ : 101

透過電子顕微鏡で見る“モノ”の素顔　～原子分解能の世界～
透過電子顕微鏡はモノを原子レベルで観察するための強力なツールであり、その観察手法や応用は多岐に渡る。本発表
ではTEM/STEMの原理とともにその応用例を紹介する

15:45 ～ 16:15

TKP : No.7

10:30 ～ 11:00

TKP : No.9

全固体リチウムイオン電池のin-situ充放電SEM-EDS-SXES観察・分析
～CPによる前処理から状態分析まで最新機種を用いた事例紹介～
全固体リチウムイオン電池をSEMで充放電しながらリアルタイムに観察・分析が可能なシステム。充放電過程の
おけるLiの移動モードや負極構造・SEIの変化を観察・分析した事例を紹介する。

NMR用超電導磁石の液体ヘリウムも液体窒素も、この1台でゼロボイルオフ！
- 冷媒蒸発抑制装置のご紹介
計量、省スペースながら、1台で液体ヘリウムと液体窒素の蒸発を抑制する冷媒蒸発抑制装置のご紹介。冷媒補充作業の
頻度や費用を大幅に低減し、冷媒入手難などによるNMR装置の運転停止リスクも低減する。

窒素キャリアガス導入でコスト削減と高精度分析を両立！ヘリウム高価格時代を
乗り切るための新しいGC-MS運用方法の紹介
近年のヘリウムの価格は高止まり傾向にあり、GC-MSの分析コスト上昇の一因となっている。 セミナーではキャリアガスを
窒素に切り替えることで、GC-MSの分析精度はそのままにコストを削減する方法を提案する。

11:15 ～ 11:45

TKP : No.5

SEM-EDSを用いた元素分析の成功への道～測定のコツと実践的アドバイス～
製品の欠陥や異物等の様々な解析において、画像観察のみに留まらず元素分析まで行うことが必須になっています。
本講演では分析データを最適な条件で測定するためのノウハウと相分析についてご紹介します。

12:00 ～ 12:30

メッセ : 104

食品香気の謎を解く！におい嗅ぎGC-MSとAIによる未知物質の定性解析
GC-MSによる食品香気の定性解析と合わせてにおい嗅ぎを行うことでより多くの情報が得られる。今回は、におい嗅ぎ
GC-TOFMSとAIを活用した定性解析ソリューションを紹介する。

12:45 ～ 13:15

TKP : No.1

電子回折装置XtaLAB Synergy-EDを用いた全固体電池の解析事例の紹介
全固体電池は液系リチウムイオン電池に代わる次世代電池として近年盛んに研究されています。本発表では電子回折計 
(XtaLAB Synergy-ED) を用いて行った固体電解質の結晶構造解析の事例を紹介します。

14:45 ～ 15:15

メッセ : 103

SEM の測定作業を効率化！ 自動観察・分析機能 NeoAction のご紹介
Neo ActionはSEMの視野移動から測定条件変更、光学系の調整、画像取得、EDSによる元素分析、レポート作成までを、
多視野に対して自動で行う機能である。本発表では機能の特長と、応用事例について紹介する。

15:45 ～ 16:15

メッセ : 104

「これから始めるVolume EM」電子顕微鏡を用いた3次元構造解析の紹介
電子顕微鏡を用いた三次元構造解析（Volume EM）の様々な手法を紹介する。 それぞれの手法に必要な機器や最適な
試料作成方法など、これからVolume EM始めるために必要な情報を示す。

11:15 ～ 11:45

メッセ : 104

電子スピン共鳴(ESR)分光法による材料分析の実際
物質中の電子スピンを検出するESR分光法は、ラジカルの反応性や運動性、格子欠陥の構造や密度に関する情報を与える。 
本発表では、ESRの基礎と有機化合物や無機化合物などを用いた材料分析の応用例を紹介する。

12:00 ～ 12:30

TKP : No.1

空間分解能の分析を実現するエネルギーフィルターSEMの活用事例のご紹介
電子分光を利用すると高空間分解能で元素分析から化学結合状態/電子状態の多彩な分析が可能である。スペクトルイメージ
ングにより簡便に実行可能となった電子分光分析の最新の活用事例を紹介する。

12:45～13:15

メッセ : 104

13:30～14:00

TKP : No.7

質量分析法の基礎と応用：AIで進化する定性分析！
質量分析法は、非常に有用で、且つ広範囲な応用分野を持つ分析法の一つである。今回、GC-MSを中心に、質量分析を
行う上で知っておきたい基礎とAIを駆使した定性解析の応用技術を解説する。

14:00～15:00

TKP : No.10-11

押さえておきたい透過電子顕微鏡(TEM)でできること ～構造観察から組成分析まで～
透過電子顕微鏡はナノ構造を直接観察するだけでなく、さまざまな機能がある。例えばナノレベルで組成も解析できる
機能も搭載可能である。これから透過電子顕微鏡を始める方へ、基礎的な原理や機能を紹介する。

15:45～16:15

TKP : No.1

9.3
Wed

9.4
Thu

9.5
Fri 質量分析で実現！サーキュラーエコノミーに役立つGC-MSとMALDI-TOFMS

活用事例の紹介
質量分析は、サーキュラーエコノミーの原料、製品、消費、リサイクルの各工程において活躍している。発表では、具体的
な分析例を挙げて、持続可能な明日のために、質量分析の担う役割について紹介する。
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樹脂のリサイクルには、再利用や燃料利用などいくつかの用途があり、その用途に応じて含有元素の組成分析が行われます。
その中でXRFは、標準試料や複雑な前処理無しで組成分析が行えることから，短時間でのスクリーニング分析に活用されます。
本発表では、XRFによる樹脂の塩素分析を一例として、サンプリングからデータ管理までの一連のフローを示し、ソリューション
ソフトによる1ボタン測定をご紹介します。

XRFを用いた１ボタンスクリーニング　―簡単に樹脂リサイクル品のClを分析―

XRF 11:00～11:00～11:00～

分析装置において、測定の信頼性を維持することは、装置管理者にとって常に重要な課題です。
日本電子製NMR装置では、装置の性能を安定的に保つためのオプション機能「Delta SpecScan-Daily」が利用可能で
す。この機能により、装置の性能を定期的にモニタリングし、装置の恒常性を効率的に管理できます。
さらに、従来は手動で入力していた重水素化溶媒の種類も、最新バージョンのソフトウェアでは自動認識が可能となりました。これに
より、誤った溶媒指定による分解能の低下や化学シフト値の誤読といったリスクを防ぎ、測定結果の信頼性を高めることができます。
本発表では、これらの新機能について詳しくご紹介いたします。

NMR測定の“見えない不安”を解消する新機能

NMR 15:00～15:00～11:30～

JEOLのSEM-EDSには、材料解析を効率化する『相分析』と『粒子解析』が搭載されています。
『相分析』では、EDSデータをもとに化合物の種類を自動判別し、材料の構成をすばやく把握できます。
『粒子解析』では、異物の自動検出・測定と統計処理により、異物評価がスムーズに行えます。
これらの機能により、作業時間の短縮やオペレーターの負担軽減が期待できます。
ブース内セミナーでは、実際の解析事例を交えながら、便利な使い方をご紹介します！ 

SEM-EDSでスマート解析！相分析と粒子解析で材料解析をもっとサクサクと♪

SEM 14:00～14:00～14:00～

昨今試料表面の観察・分析のニーズは高まっており、各種表面分析装置は使われています。
しかし、それぞれの分析手法は原理や特徴(分析広さ、分析深さ、行うことができる分析内容)に違いがあります。
本発表では表面分析手法の一つであるAES, XPSについて、分析広さと分析深さという2つの観点からそれらの分析手法の
違いと得意とする分析をご紹介します。

SEMユーザー必見！最表面分析装置AES,XPSの使い分け
AES,
XPS 14:30～14:30～14:30～

走査電子顕微鏡にロボットアーム+自動試料搬送機構を備えることで試料交換から観察・分析、報告書作成までの
全てを自動化できる新機能「Neo Action Robo」をご紹介 

Laboratory Automationを実現するNeo Action Robo
13:30～11:30～15:00～

GC-MS定性分析では、未知化合物の構造解析が大きな課題です。これに対し、2022年にリリースした
「msFineAnalysis AI」は、AI技術を活用して構造推定を自動化する機能を提供してきました。
今回、バージョン3へと進化し、以下の新機能を搭載することで、解析精度と対応力がさらに向上しました。

1. 登録化合物数の拡大（2億化合物） 
2. GC×GCデータへの対応 
3. AIによる分子式レコメンド機能 

本セミナーでは、AIを活用した解析ワークフローと新機能を15分でご紹介します。皆様のご参加を心よりお待ちしております。 

GC-MSの構造解析、AIでここまでできる！msFineAnalysis AI Ver.3登場！
～未知化合物の構造推定をAIで自動化！15分でわかる最新GC-MS解析ツール～

11:30～15:30～15:30～
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